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はじめに能楽 舞台芸術であり'その詞章も舞台の上で舞や音曲とともに鑑賞されていた｡しかし､いつしか詞章は舞台を
離れ､独立して享受されるようになる｡能の発生からみれば'その場限りで消えてい-はずだった　｢詞章　(ことば)｣がひとつの形を得て､独立して生き延びてい-｡そのとき'｢ことば｣はどのような力を得ることで､生き延びていったのだろうか｡本稿では室町期謡本を取り上げ' こに記された能楽の詞章を形態面と文字面から見てい-ことで､｢ことば｣ どのように記され また､それ よって享受され､時代を生き延びていったのかを､追うことを目的 している｡
謡本については周知のごと-､これまで 多-の研究者によって多様な研究がなされており'なかでも表章氏は各
文庫蔵の謡本を調査し詳細な報告を行っておられる｡本稿の書誌的な記載は'現在'調査不能の場合もあり､『鴻山文庫本の研究1 の部1』　(1九六五年'わんや書店)　はじめ､表華氏の記載に負うところが大き こと まず述
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ベてお-｡また､本稿は安岡'山本の共同研究であり､安岡が形態面､山本が文字面を担当した｡すなわち､一､三､四､五章を安岡が'二幸を山本が'分担執筆した｡
｢　世阿弥自筆能本､久次自筆能本'禅鳳自筆謡本能楽の詞章と節付を書き記したものは現在､｢能本｣､あるいは｢謡本｣と呼ばれている｡これらの定義には諸説あ
] u K
るが'ここでは表華氏の定義をふまえて'｢能本｣は能楽 詞章が書かれ'能楽の台本として機能できるもの､｢謡本｣は詞章と節付けを兼ね備え､｢謡｣　のテキスILとして機能できるものとしておく.本論で扱う資料は世阿弥自筆能本'禅鳳自筆謡本を含めた室町中後期の写本までとし'本稿ではこれらすべてを便宜的に｢室町期謡本｣と呼んでおく｡
最初に､本章では室町期謡本の中から､世阿弥自筆能本'久次自筆能本'禅鳳自筆謡本を取り上げ､形態面を中心
にみていく｡
( 二 )
能楽の詞章を一曲すべて書き記した現存最古のものは世阿弥自筆能本であるとされている｡世阿弥自筆能本 して
(≡)
は以下に挙げる九本(九曲)　が現在確認されている｡
A 《 難 波 梅 》B 《 盛 久 》C《多度津左衛門》D 《 江 口 》E 《 雲 林 院 》
応永二〇年八一四二二)書写応永三〇年八一四二三)書写応永三一年八一四二 )書写応永三一年八一四 )書写応永三三年八一四二六)書写
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F　(松浦)G 《阿古屋桧》H 《 柏 崎 》- 《 布 留 》
応永三四年二四二七)書写応永三四年八一四二七)書写応永三五年八一 二八)書写書写年不明
まず､本文料紙に注目すると､租未な精練を用いているのであるが､この特徴は九本全てに共通している｡これら
の能本は当初から巻紙の状態であったと言うが'後年改装されて､現在はすべて巻子本仕立てになっている｡料紙が当初から一枚ごとの料紙ではな-巻紙の上に書かれていたということは､例えば､A《難波梅》を取り上げるならば､第二紙と第三紙の継ぎ目部分の｢ナリケル｣　の｢ル｣､｢フシンナリ｣　の｢ン｣'第三紙と第四紙の継ぎ目部分の｢ユルス　(サレシの見せけち)｣　の　｢ス｣'第四紙と第五紙の継ぎ目部分の　｢こシノウミ｣　の　｢ノ｣が､それぞれ継ぎ目部分で双方の料紙に跨って書 れていることから確認できる｡なお'このことは他 作品でも確認できる｡
次に九本の紙高と紙幅に移る｡まず'紙高 ついては最低がC《多度津左衛門》　の二五五ミリ､最高が-《布留》
の三一五ミリである｡九本すべてを平均すると約二七六ミ であるが'先に挙げ Ⅰ《布留》以外の作品は二五五-二六〇ミリの中に収まり､ほぼ同じ高さで作られている｡
また､継がれた料紙一枚ずつの長さを見 と､第一 と最終紙を除いたものでは'F《松浦 G《阿古屋松》-
《布留》を除いては三二五ミリ-三六六ミリの間に収ま ｡ちなみにF《松浦》は四〇四ミリ-四八五ミ ､G《阿古屋松》は三八 ミリ- 九二 ､-《布留》は四四七-四四八ミリである｡つまり､応永三四年に書写 たF《松浦》G《阿古屋桧》と書写年不明の がやや幅広の紙を用いているも の'他 六本はほぼ同じ大きさの料紙を用いたということであ-､このことは世阿弥の能本の書写年が十五年'A《難波梅 を除けば六 という短
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い期間に収まっていることの証ともいえるだろうか｡
なおへ紙幅調査において第1紙と最終紙を除いたのは'次に扱う久次自筆能本の料紙の使用状況から'本来はすべ
て同じ紙幅の料紙を継いだもの 考えるからであり､G《阿古屋松》を除いた八本の第一紙と最終紙が他の各料紙よりほほ短いことも､巻子本仕立に整えられた際に余白部分が切り取られた結果と推測したためである｡
例外となるG《阿古屋桧》であるが､第1紙が四四〇ミリと使用された計四紙の中で最も長い.このことは､この
時の料紙が本来はより 広のもの､たとえば同年書写 されるF《松浦》と同じ-らいの料紙を用いていたのではないかと考える｡また､この各料紙 幅 中で唯一 例外として'第一紙でも最終紙でもないのに極端に短 幅 料紙を用 ているのがD《江口》の第五紙であ-､この部分で大幅な改稿が行われたこ は既に指摘されているところで
( 四 )
ある｡この第五紙は他の料紙よりも二二〇ミリほど不足しており､この長さは他の部分か 類推する 本文のほぼ一〇行分に当たるこ を付記してお-｡
次いで一巻全長の紙幅を見る ､最短がG《阿古屋枚》の〓ハ三八ミリ'最長がH《柏崎》二〇九五ミリである｡
九本すべてを平均すると約一八八九ミリになるが'作品ごとにかな-のば つきが認められる｡それに対して書かれた文字数は､九本の中で最少がD《江口》の二七〇六字､最多が-《布留》 三七八〇字で'もちろん作品によって異なっている｡
ではへ文字数と全長の関係はどうかと言うと､これが比例しない｡分か-やす-するためにへ紙高と全長を掛け合
わせたものを全 で割り､大まかな文字サイズ 指標を出してみたが'これも最小 G《阿古屋松》の二二八平方ミリから､最大のA《難波梅》の一八三平方ミリまでばらばらであ ｡これらの間 何らかの相関関係が見られるかと探してみ が､未だ行き着かない｡すなわち世阿弥自筆能本に いては文字 大きさや配置は一定せず､作品に
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よって異なって書かれているのである｡
ただし､それぞれの能本を継がれた料紙一枚当たりの紙幅とそこに書かれた文字数の関係で見ると､第一紙と最終
紙はゆったりと'それに比して中央部分 料紙にはより多くの文字が書かれており､起筆の段階よりも書写の中程において より密度が高く書写され､終筆段階でまた若干のゆとりを持たせて筆を置いているということだけが共通して見られるのであるが'このことは後に見る久次自筆能本'禅鳳自筆謡本にも共通し 見られる傾向であ-､書写という行為そのも に付随する特徴なのかも知れない｡
最後に一つ付け加えるならば､それぞれの料紙による文字の文字密度の推移を見ると､F《松浦》と-《布留》は
他に比して共にきれ な台形を措い おり､相似形を示す｡また先 挙げたように料紙の幅も近 ｡ただ紙高はF《松浦》の1六七ミリに対し'-《布留》は三1五ミリと世阿弥自筆能本の中で唯l'飛び抜けて高い.これらから大胆に推測するならば､両者は同じような年代に描かれた可能性があ かも知れない｡
世阿弥自筆能本の各料紙の紙幅'全長'文字数をまとめたもの 【衣-】として挙げてお-｡
( 五 )
次に 筆能本とほぼ同時期に作られたとされる久次自筆能本《知章》　(応永三四年八一四二七年))　に移る｡まず､本文料紙であるが､租末な樽紙を用いて作られており'世阿弥自筆能本と共通している｡現在 装訂は巻子
本に仕立てられている｡しかしなが ､《知章》は発見され 時点では継が ておらず､ばらばら 七枚の紙束の状
( 六 )
態であったと言う｡このことは七枚の料紙すべて'紙を継いだ部分に 文字が書かれておらず' つそ 継ぎ目の前後に空自部分が七ミリ程度見られることから確認できよう｡ところで'この料紙の株高は二六一ミリ､継がれた料紙一枚ずつの紙幅は三六〇ミリ前後で､七紙すべてがほとんど同じ紙幅の料紙を用いている｡すなわち一本の能本に用いられた料紙は､継がれる前の1枚ごとの紙のサイズ ぼ一定している ある｡
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【表1 】世阿弥自筆能本の紙幅･全長･文字数
略号 傚kﾂ項目 c鐫第2紙 c8鐫第4紙 cX鐫第6紙 cx鐫合計            
A yG紙幅 348 cb358 S"232 辻1938            
文字数 鼎3651 田571 鼎途128 辻2895       
B xｷb紙幅 迭345 #325 CR306 辻1945          
文字数 720 塔s2757 都63 辻3597        
C ﾙ78ﾛhnR紙幅 c343 C2341 C"245 辻1875             
文字数 sr541 田c724 田"48 辻2963        
D 俔ﾘﾏｲ紙幅 3332 3"333 B315 辻1846           
文字数 鼎487 田CR602 281 辻2706         
E 紙幅 迭340 3340 C260 辻1914              
文字数 鼎#"388 田32626 田3152 辻2859     
F 傴ﾈ葡紙幅 sR404 鼎コ483 途88 辻1932        
文字数 573 涛s967 鼎0 辻3003        
G (ﾌ8夊鈐紙幅 鼎C392 ッ420 辻- 辻1638         
文字数 涛cB1074 塔sb180 辻- 辻3094     
H 儻ｩz紙幅 鼎3b448 鼎Cr448 辻- 辻1779      
文字数 田SR928 涛C472 辻- 辻2996      
Ⅰ 僮ﾞ紙幅 R332 3"330 3328 32095             
文字数 #"677 田"676 都CR722 b3780        
単位:紙幅(mm),文字数(文字)
なお《知章》一巻の紙幅の全長は二五
一〇ミリ'料紙一枚当たりの紙幅とそこに書かれた文字数の関係を見ると､始めはゆったりと書かれ'中央部分にく に従って詰まって書かれてお-'既に述べたように世阿弥自筆能本と同じ動きを見せている｡【表2】は久次自筆能本《知章》の各料
紙の紙幅､全長､文字数をまとめたものである｡
世阿弥自筆能本'久次自筆能本以降'
lし)
しばらくは現存資料がほとんどないため'当時の状況を推察することは難しい｡次にまとまって確認でき 資料は
( i )
昔日土山》　(延徳三年八一四九1年))　からはじまる金春禅鳳自筆謡本になる｡現在'以下に挙げる二〇本(二一曲)　の禅
( 九 )
鳳自筆謡本の所在が確認される｡
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【表2】久次筆能本≪知章≫の紙幅･全長･文字数
書名 俘m｢第1紙 c(鐫第3紙 cH第5紙 ch鐫第7紙 俘xﾇb          
難波 倩iYﾒ357 S356 Sr360 c361 S            
文字数 鼎#b539 鉄R554 鉄s611 23319         
単位:紙幅(mm),文字数(文字)
A 《 富 士 山 》B 《自然居 》C 《隅田川》D 《 道 成 寺 》E 《 放 下 僧 》F 《 芳 野 静 》G 《 場 景 妃 》H 《 遊 屋 》- 《 三 輪 》1 《源太夫》K《当摩･百万L《丁固の桧》M 《 定 家 》N 《 恩 度 》0 《 実 盛 》p 《 三 輪 》Q 《 当 麻 》R 《 東 方 朔 》
延徳三年八一四九一年)書写永正年間(1五〇 年I l五二〇年)初期書写永正年間(1五〇四年I l五二〇年)初期書写永正年間二五〇四 -1五二〇年)初期書写永正年間(1五〇四年I l 二〇 )初期書写永正年間二五〇四年Il 二〇 )初期書写永正年間二五〇四年I l 二〇 )頃書写永正年間八一五〇四年1一 〇 )頃書写永正年間二五〇四年I l 二〇 )頃書写永正年間八一五〇四年1一 〇 )頃書写永正年間二五〇四年11五 )頃書写永正年間八一五〇四年-一 二〇 )頃書写書写年不明書写年不明書写年不明書写年不明書写年不明書写年不明
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S《郡部》　　　　　書写年不明T《当麻》　　 書写年不明このように禅鳳自筆謡本では､A筈田土山》以外のものはすべて書写年が確定できておらず'その前後は不明であ
る｡まず'本文料紙であるが'樽紙､斐紙､交ぜ漉き紙など種類が多-なる｡すなわち堵紙はA《富士山》H《遊屋》1《源太夫》はじめ九本と多-､斐紙はK《当摩･百万》M《定家》R《東方朔》､そして二種類のIP《三輪》の計五本､さらに唐紙風とされるものがG《場景妃》N《忠度》o《実盛》S《耶部》の四本､楕紙と斐紙の交ぜ漉き紙が二種類のQT《当麻》 ｡
装訂は'1《源太夫》とK《当摩･百万》が冊子本である他は'十八本すべてが巻子本である｡この巻子本は
元々､巻紙の上に書かれ'後に表装されたものであ-､このことは世阿弥自筆能本同様､料紙の継ぎ目で二つ 料紙に跨って書かれた文字が散見されることで確認できる｡
冊子本については後述するとして､はじめに直接書誌状況を調査 きた九本の巻子 について記載すると､紙高は
-《三輪》の一六五ミリを最低とし､M 定家》の二三九ミリを最高とするが'この-《三輪》M《定家》は共に料
｢○)
紙が薄棟の斐紙であ-'G《場景妃 　の唐紙 他はすべて樽紙である｡この樽 使用の七本を見るならば､紙高はB
｢.)
《自然居士》からF《芳野静》までの五本すべてがほぼ1七七ミリの大きさで揃い､例外はH《遊屋 の1八四ミリであり､唐紙とされるG《場景妃》　 一九〇ミリと並ぶ｡すなわち紙高 見 と'禅鳳自筆謡本の巻子仕立本は稽紙のほぼ同じ高さのもの､やや大型のG《場貴妃 H《遊屋》､それ以外の斐紙二本の三つ グループに分けられ ｡
次に紙幅に移るが､それぞれの巻子本に使われた料紙の中には､他とまったく異なる紙幅の料紙を数枚含むものが
多い｡このことをどのように考えれば良いのであろうか｡例えば B 自然居士》を見るならば'第二 九〇ミリ､
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第三紙一九二､ヽリ､第四紙一八八ミリ､第九紙二七五ミリ､第十紙二二一ミリが他と比べて際だって短いのであり､このような現象は他の謡本にもしばしば見受けられる｡これについて'筆者は以下のように考える｡
すなわち第二紙から第四紙を足せば四六九ミリ､第九紙と第十紙は計四九六ミリとな-'他の五一二　五二一ミリ
に近づ-｡つまり'禅鳳の身近では'幅の足りない料紙を数枚繋いで他の料紙と同じような紙幅を持つ料紙に作り上げる作業が日常的に行われ'整えられた料紙が重ね置かれており､それらの料紙を継ぎながら'謡本が書写されたと推測す のである｡
具体的な個々の謡本の紙幅であるが'この禅鳳自筆謡本も最初の第一紙と最終紙は他よりも短-'装訂の際に文字
の書かれていない部分を切った可能性が考 るので'それらを除いた料紙のみを見てみると'まず'斐紙使用の-《三輪》M《定家》は四七五-四九七ミリとな-'B《自然居士》からF《芳野静》の五本は四九 -五二〇ミリと'それぞれの曲に用いられた料紙の紙幅はほぼ〓疋している｡ に対し 'G《場景妃》とH《遊屋》は､前者が二一五〇-二一六六ミリ､後者が七八 -九三〇 やや差が大きい｡これら ら見ると､禅鳳が用いた料紙は､樽紙の場合は大きさがほぼ〓疋しており､唐 とされる紙や'裏面に別 料紙が貼られ 二本は樽紙よりもやや大きめの料紙が用いられ､斐紙の二本は大きさが〓疋していないのである｡
次に巻子本に用いられた料紙の全長であるが'最短がM《定家》　の三三五八ミリ'最長がC《隅田川》　の五七四九
ミリである｡しかし'この長さは本文 文字数に比例しているわけでは -'この -は世阿弥 通じてい 言えよう｡しかしながら､その全 は世阿弥に比べると遥かに長 も なっている｡そして､この禅鳳自筆謡本でも紙高と全長を掛け合わせたも を全文字数で割っ 大まかな文字サイズの指標を出してみ と' 高の大きな に書かれたG《場景妃》　の三九二平方ミリとH《遊屋》　の四四五平方ミリを筆頭に B《自然居士》が三四四平方ミ
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リ､-雪面》は三〇八平方ミリと､世阿弥自筆能本が平均〓ハ五平方ミリであったのに比べ､文字サイズが全体的に大きくなっていることが歴然となる｡つまり､禅鳳自筆謡本は世阿弥自筆能本に比べて､大きな文字でゆったりと書写されているのであ ｡
最後に巻子本の中で唯二成立年代の記入があるA《富士山》について基本的な事項を付記してお-とう料紙は樽
紙､紙高は三〇〇ミリと他に比べて圧倒的に大きな料紙を用いており､全長 二〇五六 る｡
禅鳳自筆謡本の各料紙 紙幅､紙高､全長等をまとめたものが【表3】である｡【 注 】1　表章著『鴻山文庫本の研究-謡本の部-』　(1九六五年､わんや書店)一l頁二　同右書一頁≡　これらの九曲は現時点において'筆者は所蔵主の観世文庫からの調査許可を得ていないため､書誌事項は､表
章監修月曜会覇『世阿弥自筆能本集影印篇･校訂篇』　(一九九七年､岩波書店)　の記載によ-'掲載写真を用いて調査を行った｡
四　同右書八三頁五　久次自筆能本《知章》についても世阿弥 能 同様に､書誌事項は注三の書の記載により'掲載写真を用い
ての調査を行った｡
六　注三の書二三九頁七　節付のない本では文明五年二四七三年)　の《未桧山》がある｡『鴻山文庫本 研究-謡本の部-』　1六頁
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【表3】金春禅鳳筆謡本の料紙･紙幅･全長･文字数
略号 傚kﾂ耗高    
第1耗 c)mR第3紙 cIR第5紙 ch鐫第7戟 c咽第9就 c第1臓 c(第13紙 cH全長                       
A 儻域ﾘ??伽 ? ? ? ? ? ? ? ??b?
ち 俾(ｸﾒユ77 鼎抑 188 鉄"512 店8c512 sR221 鉄164 冰c 鼎sr                     
C 仭y69ﾂ176 s519 鉄520 鉄520 鉄519 鉄318 都467 遊46 鉄sC                   
D ﾈ魎178 ﾒ518 鉄b513 #109 B514 鼎"   ISr                    
E 兩ｨ岔ﾒ177 鼎506 ｳR249 鉄訓8 鉄507 鉄438 4甜 冰cコ 鉄#湯                  
F 囘inﾉ2177 鼎C494 鼎496 鼎492 鼎釘遊42    C"               
G 况ｸｴﾙMﾂ19) #31266 兒迭197 )5ｲ73     3"              
刀 冰i1糾 塔鋳898 涛3785 塔湯89) cb遊185    鉄CS            
I 瀞2165 鼎32494 鼎途496 鼎澱496 鼎迭497 鼎#B   鼎3#         
∫ 侏餮b237 ※冊子のため以降は省略 劔劔劔涛RR      
K ih餠9iﾂ197 C※冊子のため以降は省略 劔劔劔ih3cCU9iﾃCC            
L ?ｨ?,ﾉhr?26 ? ? ? ? ? ? ? ?
M b239 鼎c475 鼎sr476 鼎sb278 3476 涛"遵細   3S             
単位:紙高･紙幅(mm)
♯ ｢遊｣は遊紙を表す｡なお､全長に道教は含まないこととする｡
八　最古の謡本と言われているものの一つ｡し
かし'節付が不完全なため｢能本｣とする説もある｡同右書一七頁
九　これらの二〇本のうち､直接'資料調査を
行えたものは､法政大学能楽研究所蔵《自然居士》《隅田川》《道成寺》《放下僧》 芳野静》《当摩･百万》､同鴻山文庫蔵《場景妃》《遊屋 警1輪》《源太夫》､同般若窟文庫蔵《定家》　の一一本である｡他本に関しては'現時点では所蔵主からの調査許可が得られず､書誌事項 '宝山寺蔵の筈心度》《実盛》《三強》《当麻》《東方朔 郡部 当麻 　の書誌事項に関しては法政大学能楽研究所所蔵の表華氏による書誌調査報告書に従い'同蔵の紙焼き写真を用いての調査を行った｡観世文庫蔵 　《丁固の松》　に関しては､表章編『観世文庫蔵室町時代謡本集影印篇･翻印篇』　二九九七年､観世文庫)　の記載によ
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り掲載写真を用いての調査を行った｡また､宝山寺蔵の《富士山》は'書誌事項については奈良女子大学附属図書館による｢生駒山賓山寺所蔵貴重資料電子画像集｣(http‥＼＼mahoroba.-ib.naralWu.aCJp＼y〇一＼)の解題に従い'同集の電子画像を用いて調査を行った｡この他に禅鳳自筆謡本としては､『鴻山文庫本の研究⊥詣本の部･』　の中で薬師寺蔵本《女郎花》'鴻山文庫蔵本《女郎花》が挙げられており､また 法政大学能楽研究所所蔵の表華氏による書誌調査報告書では｢禅鳳自筆か｣と推測として《葵の上》が挙げられているが'調査時点において確認できなかったため本稿では扱わないこととする｡なお､禅鳳自筆謡本の細かい書誌については別満としてまとめる予定である｡
一〇　表華氏の記載によれば｢赤みを帯びた唐紙風の薄紙に自薄紙を重ねたもの　(或は白紙は裏打ちか)｣となる｡
『鴻山文庫本の研究1謡本の部-』七五頁
一一表華氏の記載によれば｢樽紙らしく､響水引きの厚紙で全面裏打が施されている｣となる｡同右書七五頁二.文字面からみた世阿弥自筆能本と禅鳳自筆謡本本章では現存最古の｢能本｣である世阿弥の《難波梅》と､最古 ｢謡本｣と位置づけられている金春禅鳳の《富
士山》､そして《富士山》よりも少し時代が下るがへ　同じ-禅鳳の　《丁固の松》　の三つの資料を用い､それら｢能本｣や初期｢謡本｣に書写された詞章を文字面から考察してい-｡なお《難波梅》と《丁固の松》は表章編『観世文庫蔵室町時代 集影印篇』　(一九九七､観世文庫)　に所収されている写真を用い､《富士山》は'奈良女子大学附属図書館による｢生駒山賓山寺所蔵貴重資料電子画像集｣(http=＼＼mahoroba.一ib.naraIwu.ac.jp＼y〇一＼)中の電子画像
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【表4】文字使用数･文字使用率
漢字使用数 兢嵋kﾂ饉ﾘ嵋kﾂ諍wzb文字総数 亅ｨ諍wB片仮名.平仮名 使用率         
世阿弥自筆能本 ≪難波梅》 涛R3030 #R3% 涛rR     
金春禅鳳自筆謡本 ≪富士山≫ 鼎"2198 c18% 塔"R       
金春禅鳳自筆謡本 ≪丁園の桧》 #1136 CSr32% 田３      
【表5】世阿弥自筆能本≪難波梅≫
使用文字 俶ywB    
｢候｣ 2  
｢御｣    
｢花｣ 唐 
｢春｣｢事｣ 澱 
｢給｣｢心｣ 迭 
｢申｣｢山｣ 釘 
｢人｣｢月｣｢風｣   
｢大｣｢所｣｢下｣｢国｣｢日｣   
｢路｣｢梅｣｢木｣｢入｣｢上｣｢代｣｢第｣｢-｣｢枝｣｢色｣｢雪｣｢桧｣｢葉｣   
｢秋｣ 
を用いて文字調査を行った｡.【表4】は《難波梅》《富士山》《丁固の松》　の三資料中の現存する文字部分の漢字と平仮名､片仮名の使用数とその使用率等をまとめたものである｡まず世阿弥自筆能本であ が､《難波梅》に限らず'世阿弥 は使用はすべて漢字と片仮名である｡その文字の特徴を'《難波梅》　(図1)から考察してみる｡【表4】　のように《難波梅》では､三二一五文字(現存部分)　が書写されているが'そのうち漢字の使用は九五辛(三%)　とはなはだ少ない｡【表5】は《難波梅》で使用されている具体的な漢字とその使用回数をまとめたものである｡このように､特に｢候｣　｢給｣　｢申｣｢御｣など待遇表現で､字体 簡略書写される文字が目立つ｡その他に使用され
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図1-A《難波梅》巻頭部/Jぷ粥‥･.ゐ
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観世文庫蔵
※表章監修･月曜会編『世阿弥自筆能本　影印編』(一九九七年　岩波昏店)より転載
ている文字にしても'主に｢花｣｢春｣　｢心｣　｢山｣　｢月｣　｢日｣　｢雪｣｢松｣など'常用されるやさしい名詞中心の漢字であ-､難解な漢字は全-みられない｡
続いて文字の字間･行間を見て
い-｡《難波梅》　の全行数は二一五行あ '一行あた-の文字数は平均して二五文字前後で書写さている｡【図1-A】　は　《難波梅》の冒頭部分で るが'はじめ
の二行が欠損しているため'三行目から七行目までの五行を取-上げると'約五ミリから二一ミリの行間隔で'書写された文字の大きさにも違いがあ-〓疋していない｡ た六行目では｢ヤーヲモイズ ｣を二重線で消し｢コレモミヤコカ｣に詞章を修正しているが'修正箇所の行間が狭いために訂正前の詞章よりも細かい文字で書写 ている｡このように《難波梅》 冒頭部の文字と文字の行間隔は整った形では書写されていないのである｡
つぎに'巻末部の【図1-B】第六紙(奥書を除-)　の六行に目を移すと'行間は一〇ミリから二二ミリの間とな
っている｡第一紙に比して第六紙の行間は開 ておへまた一行の文字も一直線ではな 文字の書き終わりへ行-に従って次第に左斜め 傾い 書写されている｡冒頭部と巻末部を比較すると'巻末部の第六紙 文字は1文字一文字
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が冒頭部の第一紙よりも大き-書写され'行もよ-乱雑に書写されているといえよう｡このように'冒頭部と巻末部では書写状況に変化が認められ'整った形では書写されていない｡これは世阿弥が文字を書-という行為そのものに
観世文庫蔵
※表章監修･月曜会編『世阿弥自筆能本　影印編』(1九九七年　岩波書店)より転載
注意を傾けて書写していない故と推察する｡
続いて'現存最古の｢謡本｣　で
ある《富士山》から金春禅鳳の文字面を考察する｡《富士山》　では'文字は漢字と平仮名を用いている｡【表4】　のように現存する部分での総文 数は約二六〇〇文字で､そのうち漢 の使用は四二文 ある｡すなわち'漢字の使用率は約一八%となっている｡《難波梅》が約三%であ たのに対し'飛躍的に使用率が増加していることが分かる｡続いて'【表6】は《富士山》で使用された具体的な漢字をま めたものであ
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【表6】金春禅見自筆諸本≪富士山≫
使用文字 俶ywB    
｢山｣ r  
｢士｣ B  
｢嶋｣ 2  
｢富｣ "  
｢雲｣｢給｣ 免ﾂ 
｢也｣    
｢時｣｢不｣ 湯 
｢其｣｢候｣｢雪｣｢薬｣ 唐 
｢此｣｢囲｣｢死｣｢聞｣｢申｣ 途 
｢神｣｢仙｣｢日｣｢高｣ 澱 
｢名｣｢事｣｢妙｣ 迭 
｢空｣｢海｣｢女｣｢来｣｢尋｣｢天｣｢勅｣｢便｣｢御｣ 釘 
｢猶｣｢晴｣｢今｣｢是｣｢見｣｢浪｣｢歌｣｢風｣｢竺｣   
｢音｣｢我｣｢誠｣｢者｣｢月｣｢野｣｢程｣｢物｣｢心｣｢所｣｢立｣｢季｣｢四｣   
｢松｣｢夏｣｢門｣｢地｣｢小｣｢姫｣｢住｣｢子｣｢郷｣｢老｣｢人｣｢朝｣ 
｢又｣｢先｣｢池｣｢舟｣｢磯｣｢七｣｢年｣｢身｣｢窓｣｢雨｣｢鷺｣｢然｣｢冬｣   
｢原｣｢八｣｢衣｣｢貝｣｢目｣｢本｣｢聞｣｢細｣｢体｣｢色｣｢二｣｢共｣｢草｣ 
｢少｣｢前｣｢代｣｢青｣｢路｣｢只｣｢河｣｢芝｣｢探｣｢衆｣｢紫｣｢光｣｢明｣ 
｢中｣｢木｣｢皇｣｢後｣｢上｣｢旬｣｢行｣｢金｣｢湖｣｢生｣ 
る｡ここで用いられている漢字は《難波梅》同様､やはり難解な漢字は用いられていない｡しかし《 波梅》と明らかに異なる点がある｡《難波梅》　では常用されるやさし 漢字が､一回ずつ用いられていた例が多 ｡
一方､この　昔日士山》　では'｢山｣
｢士｣｢嶋｣｢富｣｢薬｣など､謡曲の内容に即した漢字が頻繁に使用されているのである｡文字の字間･行間面 目を移す｡《富士山》　の全行数は〓〓行あり'一行あた-の 数は五文字(ただし現存部分 は　｢や｣一文 のみが見られる)　から二六文字と幅があるものの'全体では平均して二二文字から二六文字の間で書写されている｡それでは　《富士山》冒頭から五 目【図2】まで例として行間をみてみよ
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う｡文字の大きさが異なり'中には文字と文字とがくっついている箇所もあるが'それら特殊な箇所を除-と'だいたい四-二一ミリの間隔で行間が空いている｡また図は掲げないが第三紙部分に修正箇所があ-'｢によって｡和光のすいけん世､におはし｡是神国のれいさんとして｣を墨線で消して'図2《宮士山》
｢によ-｣　に詞章を改めている｡この箇所
も'やはり行間が狭いた
宝山寺蔵
※奈良女子大学附属図書館｢生駒山宝山寺所蔵貴重資料電子画像集｣
(http‥＼＼mahoroba.lib.nara･wu.ac.jpJyOlJVより転載
め訂正前の詞章よりも細かい文字で書写されている｡《難波梅》と同様'文字と文字との行間が余裕な-書写されて るといえるであろう｡
最後に'《丁園の松》
を取-上げてみたい｡この謡本を取-上げたのは'《丁国の松》　が禅鳳によって書写された謡本の中でも代表的な筆跡と
()
されているからである｡現存する総文字数 一四
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【表7】金春禅見自筆謡本≪丁周の松≫
使用文字 俶ywB    
｢黍(松)｣ B  
｢給｣    
｢三｣｢梅｣ 唐 
｢御｣｢公｣ 途 
｢其｣｢花｣ 澱 
｢時｣｢不｣ 迭 
｢代｣｢春｣｢月｣｢成｣ 釘 
｢千｣｢玉｣｢是｣｢君｣｢候｣｢神｣｢姿｣｢開｣｢夢｣｢四｣ 唐 
｢事｣｢歳｣｢立｣｢出｣｢日｣｢山｣｢後｣｢見｣｢翁｣｢告｣   
｢奉｣｢申｣｢年｣｢塵｣｢位｣｢者｣｢此｣｢十｣｢八｣｢瑞｣｢想｣｢心｣｢初｣   
｢名｣｢百｣｢来｣｢恩｣｢吾｣｢時｣｢枝｣｢雪｣｢星｣｢嵐｣｢久｣｢幾｣｢迄｣ 
｢海｣｢寄｣｢特｣｢精｣｢我｣｢也｣｢風｣｢現｣｢化｣｢龍｣｢新｣ 
｢抑｣｢宮｣｢蕗｣｢参｣｢丁｣｢固｣｢仕｣｢臣｣｢下｣｢扱｣｢若｣｢幼｣｢共｣   
｢奏｣｢間｣｢顕｣｢膚｣｢閏｣｢唯｣｢今｣｢伴｣｢明｣｢参｣｢詣｣｢晋｣｢州｣ 
｢都｣｢昨｣｢宿｣｢程｣｢付｣｢不｣｢議｣｢物｣｢至｣｢誓｣｢知｣｢大｣｢道｣ 
｢広｣｢霊｣｢枢｣｢空｣｢暁｣｢枕｣｢鳥｣｢羽｣｢胡｣｢媒｣｢峰｣｢吹｣｢腹｣ 
｢上｣｢種｣｢天｣｢長｣｢利｣｢浅｣｢秋｣｢廿｣｢紅｣｢霜｣｢線｣｢甲｣｢乙｣ 
｢暦｣｢季｣｢節｣｢数｣｢今｣｢朝｣｢夕｣｢金｣｢谷｣｢鷺｣｢匂｣｢声｣｢満｣ 
｢披｣｢太｣｢乎｣｢国｣｢土｣｢豊｣｢覚｣｢植｣｢莫｣｢愛｣｢在｣｢待｣｢音｣ 
｢潜｣｢芳｣｢非｣｢静｣｢送｣｢狭｣｢情｣｢青｣｢陽｣｢楽｣｢舞｣｢俄｣｢河｣ 
｢草｣｢木｣｢震｣｢動｣｢光｣｢蒼｣｢官｣｢捧｣｢善｣｢哉｣｢今｣｢定｣｢示｣ 
｢辰｣｢卿｣｢雲｣｢客｣｢守｣｢護｣｢及｣｢万｣｢歳｣｢治｣｢祝｣｢融｣ 
五七文字､そのうち漢字の使用は三二一文字｡漢字使用率は全体の約三二%である｡筈田士山》　の約1八%と比較しても､さらに漢字使用率が増加していることが判然としている｡使用された具 的な漢字の内訳【表7】を見てみよう｡《丁固の桧》　では､題目でも使用されている｢黍(松)｣ 最も多-使用される｡｢杏　(袷)｣が多用されているのは､昔日
士山》同様'詞章の内容に則した文字が使用されるようになった結果であろう｡そして､この　 謡本｣ おいてもう　やはり｢給｣｢御｣｢侯｣　のような待遇表現の文字の使用頻度が高-､｢梅｣｢花｣｢月｣｢山｣など'常用されるやさしい漢字も多-用いられている｡ らに二字や一字しか使用されていない漢字が飛躍的に増加していることが目立つ｡これらの一㌧
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二回使用の漠字数は《富士山》が二七字であるのに対し､《丁固の桧》では二一八字であり'《丁固の松》では《富士山》よりも漢字の種類が約一〇〇も増えているのである｡
続いて､《丁園の松》　の字間･行間面をみよう.《丁固の松》は全〓lO行で書写されてお-､《丁圏の松》全体で
は平均1行あたり1　1字から二二字の間で書写されている｡《富士山》が五文字から二六文字と大き-文字数が揺れるのに比して､ほぼ均等に書写されていることが指摘できるであろう｡【図3】　の冒頭 六行までの詞章を例として調査すると'文字列と文字列の行間が約 二ミリから二一ミリの間隔で空き､〓疋の間隔で書写されているようにみえる｡均等に書写され､読みやすい謡本に変化していると言えるのではないか｡以上のように《富士山》と《丁国の桧》の文字の変遷をみると'同一人物 手になってい もう謡本が読みやすい書写形態へと大き-変化しているのが伺えるのではないだろうか｡
以上をまとめると'《難波梅》から《富士山》　の間で漢 使用率は飛躍的に上がり'《富士山》から《丁固の栓》
で'さらにそ 比率を上げてい ｡使用される漢 はその謡の内容に即し'多種多様になっていく｡そして'字間･行間は 《難波梅》と等田土山》では乱れているが'《丁園 栓》では整えられていると纏められ oこれら 変化は何を意味しているのかへ文字面からみる詞章の変化を 解く うひとつの鍵が､仮名の使用法に見られるよう 思う0
世阿弥自身が書写した｢能本｣は九曲が現存しているが､それら九曲はすべて《難波梅》同様､仮名部分は片仮名
で書写されている｡これ 世阿弥 平仮名を書写できなかったからではもちろんない｡世阿弥は自筆による能楽論書を平仮名で書写しており'残された能本はそれなりの理由をもっ 片仮名を用 て書写されたと考えられ のである｡世阿弥はなぜ片仮名 用いて｢能本｣を書写したのだろう
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観世文庫蔵
※表車編｢観世文庫蔵室町時代謡本集影印篇｣(一九九七年'観世文庫)より転載
世阿弥による最古の｢能本｣である《難波
梅》が書写されてから約八〇年後'金春座の大夫である金春禅鳳によって謡本が書写された｡それが筈田土山》である｡その仮名使用は世阿弥とは全-異なっている｡すなわち'この筈田土山》では仮名は全 平仮名を用いて書写されているの ある｡そし 《丁固の松》　では'やは-平仮名 用いられ'以降の謡本では平仮名使用の例が圧倒的に多くなって延々と続-のである｡片仮名と平仮名'その間にどのような意識の変化があったのかを'探ってみたい｡
片仮名と平仮名の違いとは何なのか｡この
重要な差異につい 小松英雄氏の高論を拝借すると'元来'片仮名は主に歌学のテキスー'漢籍や仏典に関する学問などに使用されていた文字であったという｡｢その用途はテキストの内容を正確に誤りな-伝えるという
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3 A E
目的で使用されてきた文字であった｣　のであり､実用面を重視して使われる文字といえようO l方､平仮名は､元来'｢和歌のように洗練された用語や語法を駆使して表現されたものを､洗練さ た で書き記すことによって'
(一二 )
美しい内容を総合的 印象づけるため｣　の文字であるという｡すなわち'平仮名は美を全面的に押し出して生まれてきた文字だといえよう｡ということは､世阿弥が｢能本｣に片仮名を使用して書写したのはう経文や漢籍と同様に､文字の実用性の部分しか重視しなかったからではないだろうか｡すなわち自身が記憶に留めるため､または能楽者同士で共有する台本としてのみ､この《難波梅》を書写し のではな だろうか｡なお､この｢能本｣が片仮名書きであることについて､表章氏も世阿弥が片仮名で書写したことは､｢読み誤-を防ぎ､発音上 統一を図る合理 な工( E )夫｣　のため あるへ　と述べている｡
対して'禅鳳は謡本の鑑賞者を意識して文字を書き記したのでありへ文字の美的側面を重視して平仮名で書写した
のではないだろうか｡能楽者たちが片仮名ではなく'平仮名を意識的に書写するように ったのは､すなわち､謡本の目的が謡曲の内容を正確に伝えることから'鑑賞者を意識して美しく書き記す方向へ変化 たからでは いかと筆者は考えるのである｡そ 変化を更に文字の書かれ方に探ってみよう0
文字の書かれ方が最も顕著に表れるのは墨継ぎの箇所である｡墨継ぎは新 に文字を書写し始めようとしている箇
所であり'墨継ぎ箇所に書写された文字の形態によ-書写者の本 対する意識が判断できると考え ｡そこで､文字の運筆の基本として､起筆､速筆､終筆の三つの遵筆法に注目 ､世阿弥一種と禅鳳二種のテキストを見てみる｡なお｢起 ｣とは､筆を置き文字を書き始める箇所であり'｢遺筆｣は'紙面に置いた筆 運び線画を措-ことである｡そして､｢終筆｣とは､紙面に措いた線画を収束させることである｡
まず､《難波梅》の文字であるが､《難波梅》【図1】は三行目から七行目までの五行で見ると三行目､四行目'五
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行目､六行目に墨継ぎしたと思われる箇所がある｡それらの第1文字目を取-上げると､三行員の｢山｣'四行目の｢春｣､五行目の｢ウ｣へ六行目の｢ヤ｣へ七行目の｢ケ｣の五箇所【図4】　である｡まずこれらの一画目の起筆すなわち文字を書き始める箇所に着目すると'起筆が丸みを帯びている｡このように起筆が丸まっているのは､筆者が無造作に筆を紙に置いてから書き始め'丁寧な運筆で書写していないからであろう｡そして続-速筆から終筆へかけて点画に抑揚はなく'直線ではなく曲線を措いている｡その結果として全体的に丸みを帯びたメリハリのない印象を与える文字となっているのである｡
続いて《富士山》の文字を見てみよう｡筈田士山》【図2】　の冒頭部から五行目を取りあげる｡冒頭部から五行目ま
でには､一行目へ　三行目､四行目'五行目に墨継ぎしたと思われる箇所がある｡それらの第一文字目を取-あげると'1行Hの｢か｣､二行目の｢申｣｢我｣､三行 ｢山｣'四行 の｢誠｣｢む｣の六箇所【図5】となる｡これらも'《難波梅》同様､一画 起筆が丸みを帯びており'この特徴は特に｢申｣｢我｣ 山｣　の起筆に顕著に表れてい図4《難波梅》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 と思う.このように が丸まってい
観世文庫蔵
※表章監修･月曜会編『世阿弥自筆能本　影印編』二九九七年､岩波書店)より転載
るのは《難波梅》と同じ意識で文字を書写しているからであろう｡そして､やは-送筆から終筆へかけての点画に抑揚はなく曲線を措いている｡そのため､この《富士山》も全体的に抑揚のない文字となり､速記的印象を与えるのである｡
最後に'《丁固の松》　の冒頭部から六
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行目までを取りあげる｡《丁国の桧》【図3】　の冒頭部から五行目までには'一行目､三行目､四行目､六行目に墨継ぎしたと思われる箇所がある｡それらの第一文字目を取-あげると'｢す｣｢千｣｢玉｣｢抑｣｢わ｣｢幻｣の 箇所【図6】となる｡これらの文字にほぼ共通していることは､起筆が鋭角になってい いうことである｡特に一行目の｢す｣｢千｣と≡ 目の｢抑｣　の起筆にはその傾向が顕著に表れていると思う｡起筆が鋭角であるというのは､筆者が筆を紙面に意識して置いてから文字を書き始め からであると考えられる｡なぜならこれは､次の速筆から終筆へかけての運筆を意識 ゆえに生じ 現象といえるからである｡
例えば｢す｣や｢抑｣に見られる｢こ　の点画部分に注目すると､起筆は鋭角に形作られており､送筆は筆者が頭
の中で措いた文字イメージのもとに終筆 目指して書写しているため運筆に勢いが感じられる｡そして'終筆において筆がしっか-と止められているため'止めの箇所が角張って形成さ ている｡以上のことか 《丁固の松》に書写された文字は細やかな注意を払って丁寧に書写された といえるのではないだろうか｡図 5《富士山》※奈良女子大学附属図書館｢生駒山宝山寺所蔵貴重資料電子画像集｣(http‥＼＼mahoroba.-ib.narawu.acJp＼○-)より転載
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《丁固の松》と《難波梅》･空tE田土山》　の三つの謡本の間に､なぜこのような文字の差が生じるのであろうか.それ
はやは-文字を丁寧に書写しようとする意識に起因すると考えられる｡《難波梅》･《富士山》から《丁固の松》　へ､ここには文字が丁寧に書かれることで､鑑賞に堪えうる詞章の書写という作業への変化があったことが指摘できるのではないだろうか｡そしてう　その意識を生み出す源は､第三者に見られることではないかと筆者は考える｡すなわち'読み手を意識するということである｡そして第三者の読み手を意識するということは'詞章における文字の装飾化を促すことになるのではないだろう ｡これこそ､禅鳳の　筈田土山》から《丁固の松》　への変化に表れているものと考えるのである｡図6《丁園の松》
観世文庫蔵
※表章編　『観世文庫蔵室町時代謡本集影印篇･翻印篇｣(一九九七年'観世文庫)よ-転載
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【 注 】
一表章編『観世文庫蔵室町時代謡本集翻印篇』　(一九九七年､観世文庫)　五〇七頁二　小松英雄著『やまとうた』　二九九四年､講談社)　八〇頁三　同右書八〇頁四　表章監修月曜会編『世阿弥自筆能本集影印篇･校訂篇』 (1九 七年､岩波書店)　三頁≒　禅鳳自筆謡本の書誌的特徴二幸では世阿弥自筆能本と禅鳳自筆謡本から三本を取り上げて､世阿弥の実利的な目的から 禅鳳の第三者の読み
手を意識することによって文字の装飾化が促される過程を'その文字遣いや筆法から捉えた｡ちなみに二幸で抜かした久次自筆能本《知章》も漢字と片仮名で書かれており､同時代 世阿弥､久次と､禅鳳との間に見られる差異が目に付-｡これら世阿弥自筆能本､久次自筆能本､禅鳳自筆謡本の間に見られる変化は'享受者の面からはどのように捉えられるのであろうか｡制作事情と享受対象を先学の研究成果からごく大まかではあるがまとめ'そこから考察を始めたい｡
まず'世阿弥自筆能本であるが､｢能本｣すなわち能の台本として作られたと考えられ'その享受者は能役者ら座
の関係者であったと言われている｡特に世阿弥の周辺においては､能本を座 後継者に渡すことで'その後継者に能の作品を相伝させていたらしい｡1章で扱った世阿弥自筆能 の場合'所蔵者からA《難波梅》F《松浦》G《阿古屋松》-《布留》が観世大夫に'B《盛久》C《多度津左衛門》D《江口》E《雲林院》H《柏崎》が金春大夫に相
｢ )
伝されたと考えられている｡
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次に､久次自筆能本《知章》であるが'これも能の台本として作られう　その享受者も世阿弥自筆能本同様に座の関
( 二 )
係者であったと考えられている｡ただし､筆者である久次については'世阿弥の周辺の人物であり'世阿弥のように
(≡)
作品の相伝として書かれたものとの推察もあるものの､その素性について詳しいことは分かっておらず､ 自筆能本と同じように相伝としての役割があったのかどうかは不明である0
しかしながら'発見時の装訂が継がれていないばらばらの紙束であるこ を重く考えると､はじめから継いだ紙に
書かれ､相伝'すなわち後世に残すことを目的 して作られた世阿弥自筆能本 対し､その場限り 稽古などに用いる台本として作られたもの のかも知れない｡いず にせよ､世阿弥自筆能本および久次自筆能本では､享受者は本人も含め ごく身近な演能の関係者であり､身内の間で 実質的な伝達を志した実利的なものであったと言えよう｡
世阿弥自筆能本の場合､現存する九曲の中で世阿弥自身の作と考えられ も はA《難波梅》C《多度津左衛門》
F《桧浦》G《阿古屋桧》　の四曲､世阿弥が借用や改作など 手を入れて完成させた可 性が考えられるものがD《江口》E《雲林院》H《柏崎》-《布留》　 四曲'そして世阿弥 作でないものはB《盛久》　の一作とされてい( 四 )る｡それらは一章でふれたD 江口 を筆頭に､世阿弥による 筆跡 残るものが実に多- 例えば､A《難波梅》では第一紙の冒頭部｢ヤトヲモイヅミ｣を｢コレモミヤコカ｣と変え､C《多度津左衛門》では'第四紙中盤｢サウモク　コクトマテ｣を｢シンラマンサウマテ｣と変えている｡
観世元雅作とされるB《盛久》においてすらも数多-の細かい修正箇所が見られる｡すなわち'こ らの能本はま
さに世阿弥による創作の過程を見せているのである｡久次自筆能本《知章》も久次自身 作品ではないが'ご-少ないもののやはり書き入れが見られ'この能本がささやかながらもやはり創作という現場での実質的な意味 持ってい
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たことが推測されよう｡
一方'禅鳳自筆謡本であるが､先行研究によると'装訂や節付などの点から'玄人に向けた本と素人に向けた本の
二つがあると考えられている｡前者は粗末な料紙に書写し､節付が不完全であることなどから'禅鳳自身の手控え'または稽古用に能役者 座の関係者に向けて作られた本とされ､後者は高級な料紙に書写し'丁寧に節付が施されて
( 五 )
いることから､当時流行していた謡を習う貴族や上流武士に向けて作られた本と考えられているのである｡すなわち'ここに至って身近な演能者を対象とした実質的なもののみならず'第三者の愛好家に向けた噂好的なものが登場したというわけである｡表氏は の玄人と素人向けの区別をたとえば節付から考え､この節付が完備されているを素人向け､不備もし- 付されていないものを玄人向けとされている｡具体的にはA《富士山》を玄人向け､このA《富士山》を除-全ての禅鳳自筆謡本を素人向け 湛えている｡なお､表氏は禅鳳自筆謡本以外のものでは､玄人向けの条件と て他に｢カタカナ表記｣であることを挙げておられ 0
ところで､禅鳳自筆謡本は､自作能R《東方朔》　の他は､世阿弥作とされるK《百万》N苛心度》0《実盛》1
《源太夫》などをはじめ'観阿弥､観世元雅 金春禅竹'観世信光､そして作者不明 諸作を書写したも である｡そして用字は管見 限-､すべ 漢字と平仮名を用いて書写されている｡つまり､表氏が他の謡本で玄人向けとされるカタカナ表記のものはない｡そして､料紙は既に述べたように樽紙､交ぜ漉き紙､斐紙'唐紙と多岐にわた- また装訂も巻子本の他に冊子本も存在する｡これら禅鳳自筆謡本のさまざまな装訂は何を意味している か､以下に個々の謡本を更に丁寧に見てい-0
まず'A《富士山》　であるが､この巻末には周知のように｢延徳三年辛亥九月三呂書之　竹田金春八郎　秦元安
( 六 )
(花押)｣｢此富士之能､禅竹之作也｡多武峰之為に口 ば俄に□口をし侯也｡其博少 からず　-　｣ ある｡こ 文
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によれば'A《富士山》は祖父の金春禅竹の作品であり､それを演能に際して禅鳳が詞章に直しを入れたということであろうか｡
A《富士山》は紙高三〇〇ミリ'冒頭部に裏端書き｢富士之口　(破損)｣が透けて見えている程の薄い大型の楕紙
に書かれており'当初は巻かれた上に題目が書かれ､使用されたのであろう｡すなわち､禅鳳自筆謡本A《富士山》はまさに改作という創作の一過程をも見せている謡本なのであり､その意味 世阿弥に通じる実用的な側面を強-拷っているものなの る｡ちなみにA《富士山》の節付は完全なも ではない｡しかしながら､平仮名書きであることに'禅鳳自身の手控えではな-､また改作目的のも ではないことも窺わ る る｡すなわち'表氏の指摘のように玄人に向けた謡本であると考えら よう｡
では､禅鳳自作のR《東方朔》はどうであるかと言うと'巻子本の形態を持ち'料紙は斐紙で､節付を備える｡そ
して､字句の修正箇所 一巻 中に見られ い これら 総合すると､R《東方朔》は自ら 作を第三者のために特別に丁寧に書写されたものと考えられるのである｡すなわち'自作能であ にも関わらず､R《東方朔》は用いられた料紙の斐紙という高級性 そして修正書き込みの 書写姿勢から､実用性を目的とした の -､第三者'それも高級な身分の者へ向けて製作された晶と推測される である｡こ 場合､こ 推定は節付の有無ではな-､料紙や装訂､修正箇所､そしてなによりも文字の書写姿勢によって総合的 導き出され 考える｡
例えば､禅鳳自筆謡本の場合'その中に書き込まれた修正文字はことのほ 少ない｡A筈田土山》の五箇所が群を
抜いて多-､他はD《道成寺》の二箇所をはじめ-《三輪》やT《当麻》 どほとんどが一､二箇所であり'それも修正と呼べるほどの内容を持たない｡既に完成された謡が書写さ いるのである｡また'書写された文字列は能筆とされた禅鳳の腕の冴えを誇示するか ように'筆力の強弱 墨色の濃淡となってリズムを刻み'縦 方向に選る筆
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エ
の勢いを見せ'鑑賞に堪えるものとなっている｡
節付だけを考えるならば'o《実盛》は節付がまった-付いてない謡本である｡しかしながら､料紙は唐紙かと思
われる樽紙に比べて高級感を持つものを用いており､修正の書き込みもなく､さらに文字も躍動感のある筆致を見せている｡すなわち'書誌事項のさまざまな側面から､これも又､高級な身分の享受者を意識して作られたものと推測せざるを得ないのである｡
このように考えるとき､結果として､表氏の述べるように､A《富士山》以外の禅鳳自筆謡本は､すべて第三者に
向けて作られたものであると筆者も考える｡それでは'なぜ禅鳳自筆謡本は一つの目的で作られても'料紙においても装訂においても､このようにさまざまなバリエーションを見せる であろうか｡
禅鳳自筆謡本は料紙と装訂から見ると'大きく分けて以下のような組み合わせになる｡ア　〔樽紙+巻子本〕
A《富士山》B《自然居士》C《隅田川》D《道成寺》E《放下僧》F《芳野静》H《遊屋》L《丁固の松》
イ　〔斐紙+巻子本〕
-《三輪》M《定家 p《三輪》R《東方朔》
ウ　〔その他の料
G《場景妃》N《忠度》o《実盛》Q《当麻》S《耶鄭 T 当麻》
〔 樽 紙 + 袋 綴 本 〕
1 《源太夫》
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オ　〔斐紙+列帖装本〕
K《当摩･百万》
筆者はこの事情を'謡本を渡す相手の身分や作成目的によって細か-対応を行なった故と考えている｡アの稽紙を
用いた巻子本は数量としては一番数が多-､通常の品であろう｡斐紙は高級性を狙い､その他の料紙は具体的には交ぜ漉き紙や唐紙とされている｡楕紙よりも装飾性の高いこれらの料紙は､それな-の華やかさを持たせる必要性を充たすものであったろう｡そしてこれら巻子本以上に目を引-のが二個の冊子本の存在である｡
冊子という装訂が以後の謡本の伝播において､巻子本以上の役割を果たすものであったことは間違いがない｡巻子
本は個人の持ち物として固定的に扱われ が'冊子の形態を持った謡本はその後 流通の可能性がうかがえる｡まさ
( 七 )
に新しい形態として冊子本が禅鳳から現れ - のである｡しかもこ 禅鳳自筆謡本の冊子本形態がたった二つであるにも拘わらず､この二つ 書誌状況はまったく異なってい
エは樽紙というありふれた料紙を用い'さらに袋級という簡便な冊子形態を取っているのに対して､オは斐紙とい
う高級料紙を用いて'装訂も中世期ま に多-見られる袋綴よりも凝った列帖裳で作られている｡あきらかに後者は前者よりも高級な享受者を想定して作られたものであ-'巻子本形態に繋がる冊子本と言えるであろう｡しかしながら､時代を先取りし'最 注目に億する は簡素なエ 袋綴 である 考える｡
エの樽紙を用いて袋級をした1《源太夫》を見てみる｡これは現在､完本の形態では残っておらず'最後尾の二丁
分が残るのみである｡縦二三八ミリ､横一八三ミリの大本であるが'何よりも文字に注目 たい｡漢字と平仮名で書かれている点は他の禅鳳自筆謡本と共通するが'書かれた総文字数は三二七文字'うち漢字で書かれた ｢太｣
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｢月｣｢紙｣｢二｣｢十｣｢五｣｢こ｢夜｣　の八文字であるが'そのうち四文字は数字なのである｡この漢字率は二.四%と二幸で述べた世阿弥自筆能本の率よりも更に少な-'実に平仮名の多い書写法を取っていることが分かる｡
さらにその文字面を見てい-と'【図7】は他の禅鳳自筆謡本の文字に比べ'筆の勢いを示す強弱のリズムがほと
んど見られず'縦の方向に流れる勢いは削がれ'変わって横方向に張-出し'ひとつひとつの文字がくっきりと書かれている｡参考として他の作品の文字をい-つか見ると'斐紙を用いた列帖裳 K《当摩･百万》の《当摩》部【図8】は漢字も多いが'それ以上に冊子本形態を取ってはいても筆力の強弱がはっきりと示され'縦の方向への力が窺われる筆法である｡また'楕紙で巻子 のD《道成寺》【図9】'斐紙で巻子本のp(111輪》【図1 0】と比べてみ
るとき'この1《源太夫》
【図7】《源太夫》後半部分(前半部欠によりへ現資料のはじめに当たる)
一.｣一ヽこ　｣
I - I I >
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法政大学能楽研究所鴻山文庫蔵　金春禅鳳自筆謡本《源太夫》
の文字の読みやすさはまことに顕著である｡
そして'この1　《源太
夫》　の示す文字形態'すなわち平面的かつ横方向に拡がる文字こそ'後に整版本謡本に使 れ､ジャンルを超えて浄瑠璃台本に､そして歌舞伎の台本や看板に見られ'さらには相撲 寄席
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【図1 0】誓一輪》冒頭部分
緒un帽
ヽ
Th:J尊
生駒山賓山寺蔵　金春禅鳳自筆謡本《三輪》
という新しい形態を取-ながらも高級な装訂と文字を用いて贈答用として十分に耐えるもの'さらには分か-易さを前面に打ち出し'簡便な袋級という冊子形態で一般向けに作られた'時代を先取-するものまで'後の世に見られる謡本のさまざまな形態がほぼ出されているのである｡
禅鳳自筆謡本の持つ意味は大きい｡
--(下)　四'五章に続-0
【 注 】
1　表章監修月曜会編『世阿弥自筆能本集校訂篇｣　(1九九七年'岩波書店)　八頁二　同右書二三八頁三　同右書二三八頁四　同右書五　『鴻山文庫本の研究-謡本の部-』　二六頁六　奈良女子大学附属図書館｢生駒山賓山寺所蔵貴重資料電子画像集｣
( h t t p : / / m a h o r o b a . l i b . n a r a ･ w u . a c . j p J y O l J )
七　禅鳳自筆謡本とほぼ同年代 冊子本としてはう永正十三年観世弥次郎長俊筆《当麻》　(料紙不明の列帖装本)'
永正十四年観世弥次郎長俊筆《松風村雨》　(楕紙を用いた袋綴本)　などが挙げられるが'本稿では'他に比べて
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書写年の古い　《富士山》から連なる一連の禅鳳自筆謡本を重く考える｡
【 付 記 】貴重な室町期能本こ謎本の画像を掲載するにあたり､法政大学能楽研究所､同鴻山文庫､同般若窟文庫､財団法人
観世文庫'生駒山賓山寺よりご許可いただきましたことをここに記して､感謝の意を呈します｡
